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The Wind of Okhotsk Blue !
▼第 28回インターナショナル
　オホーツクサイクリング 200910  11  127/

　今年で 28 回を迎えたオホーツクサイクリン

グ。雄武町をスタートし、ゴールの斜里町まで

の 212 ㎞のコースを 2日間で走破する北海道

ならではのイベントです。今年も 800名を越え

るサイクリストが参加され、オホーツク海沿岸

の豊かな自然を楽しみながらゴールを目指しま

した。佐呂間町には 11日の 14時 30 分頃に入

り、キムアネップ岬に設置した休憩所でバナナ

やジュースなどを口にしてもらいました。あい

にくの空模様で疲れた様子の方もみられました

が、一息入れ元気を取り戻し、再び 1日目のゴー

ルを目指していきました。

　網走地区サッカー協会及び町サッカー

協会の主催によるガールズサッカー教室

が行われました。小学校１年生から中学

生まで、網走管内より約 25 名（うち佐

呂間町内より 12 名）が集まり、ドリブ

ルやパスの練習、ミニゲームなどを行い

ました。低学年のクラスでは、ボールを

使いながら体を動かすメニューを中心に

指導され、子どもたちは、楽しみながら

サッカーに慣れ親しんでいく様子が見ら

れました。また、高学年のクラスでは、

少年団や学校の部活に所属して活躍して

いる参加者もいて、男の子顔負けのプ

レーがたくさん見られました。これから

の活躍が楽しみです。

　　　めざせ！なでしこ !!
▼ガールズサッカー教室
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　7月18・19日に『第60回佐高祭』

が行われました。今年のテーマは

「PUZZLE ～ 124（みんな）の思い

が一つになるとき～」。

　1日目は、役場庁舎前にて、パ

フォーマンスが行われ、各クラス

とも工夫を凝らした衣装と振り付

けで、訪れた観客の皆さんを楽し

ませてくれました。

　　　▼佐高祭パフォーマンス7/18

　　　防災・地域情報の提供や災害時の飲料無償提供
▼「災害対応型自動販売機による協同事業に関する協定」締結

7/17

　佐呂間町が、北海道コカ・コーラボトリング㈱との「災害対応

型自動販売機による協同事業に関する協定」を締結し、運用を開

始しました。北海道コカ・コーラボトリング㈱は、北海道との間

で、災害における飲料水の確保と平常時の地域防災力強化のため

「災害時における飲料の供給等防災に関する協力協定」を 2006

年 12 月に締結。佐呂間町でもこれに基づいた協定が締結されま

した。

　災害対応型自動販売機は、搭載する電光掲示板を通じて、パソ

コンからの遠隔操作により文字情報を表示することが可能で、佐

呂間町から、平常時には防災情報や地域情報を配信し地域住民の

防災意識の高揚をはかるとともに、緊急時には災害情報の配信や、

同様の遠隔操作により自動販売機内の飲料水の無料提供を行うな

ど、行政の地域住民への情報提供サービスと地域防災力強化を支

援するものです。

　17日に川根町長と同社北見事業所長による協定書手公式が行

われ、その後、庁舎ロビーに設置した自動販売機運用開始の点灯

式が行われました。
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　今回のげんき王国では、町の

健康づくり計画「すげい町サロマ

21」の評価として、昨年 1 年間、

健康づくりや子育ての現状につい

て話し合いをすすめてきた中で見

えてきた、佐呂間町の子どもたち

が抱える健康問題とは何かをいく

つか紹介したいと思います。

　子どもたちの健やかな成長発達

のためには、「健康なからだ」はも

ちろん、考える力や人との関わり、

相手の気持ちを察する力、決まり

ごとを守るなどの「生きていく力」

を身につけることが重要です。

　「からだ」と「生きていく力」は

密接です。この２点から子ども達

に育んでほしい力を考えてみます。
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＋
２
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＋
４
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　７月 16日から 26日までの『夏の交通安全運動』期間中に、

佐呂間町においても、子どもの交通事故防止などを重点とし

た運動が実施されました。期間中には、「浜佐呂間はまなす

クラブ」、「佐呂間悠友クラブ」の皆さんが、それぞれ街頭啓

発として「旗の波作戦」を展開し、ドライバーにスピードダ

ウンやシートベルト着用などを呼びかけました。

夏の交通安全運動実施

　佐呂間町交通安全対策本部では、夕暮れどきや夜間の歩行

者の交通事故防止対策として、交通安全教室などの際に夜光

反射材を配布しています。個人で希望される方にも配布いた

しますので、役場町民課住民活動係（℡ 2・1213）へお越

夜光反射材をご利用ください

しください。

※反射材は、手首などに巻き付ける

　タイプと、靴などに貼るタイプが

　あります。

　町では、お子さんの「からだ」

や「生きていく力（ことばやこ

ころ）」を育み、伸ばしていくた

めに、遠軽町母子通園センター

を「子ども発達支援センター」

として指定しています。ここで

は専門的な視点から、お子さん

の得意なことや苦手なことを見

極め、お子さんにあった関わり

方のアドバイスをしたり、「から

だづくり」や「生きていく力」

を育むサポートをしています。

　子どもは可能性を秘めた地域

の宝です。地域全体で子ども達

や子育てを見守り、時にはアド

バイスや助け合うことのできる

「すこやか」で「げんき」で「い

きいき」とした地域づくりをみ

んなですすめましょう。

行楽最盛期です！わずかな油断が事故を誘発します。

■余裕の運転計画を

　渋滞中にイライラし、渋滞が解消された後や、渋滞を避け

ようと裏道等でスピードを出して走行するのは重大な事故の

もとです。余裕をもった運転計画を立てましょう。

■疲れ・眠気を感じたら休憩を

　運転中に眠気を感じたら、直ちに停車し休憩または仮眠を

とる、下車してストレッチをする、水分を補給するなどの対

処をとりましょう。また、窓を開け外気にあたったり、室温

を低くする。正しい運転姿勢を保つことも効果的です。

レジャー型事故の防止


